
 

 

 

 

 



【馬場傾向と予想のコンセプト】 

 

土曜日に行われた外回りコースは１鞍のみでしたが 

外が伸びる「外差し有利」な状況でした。 

 

１月から続くブラッドバイアスは 

・ダート的なパワー血統 

・欧州のスタミナ・持久力血統（特にトニービン） 

こう言った血統の影響を受けた馬が頻繁に好走しております。 

 

京都記念は非根幹距離ながら、外回りコースであるため、 

阪神２２００ｍほど波乱になる事は少ないレース。 

 

馬券の中心に据えるのは、２２００ｍ実績のある 

主流に近い血統馬が走りやすい傾向があります。 

 

狙いは、注目血統に該当する馬で、 

外枠に入った末脚が切れるタイプではないでしょうか。 

 

 

 

【予想見解】 

 



◎９番ルージュエヴァイユ 

父：ジャスタウェイ（Ｐサンデー/ハーツクライ系） 

母父：フランケル（欧サドラーズ系） 

 

祖母は凱旋門賞馬で、前走のエリ女２着は納得の結果。 

 

路盤の状態もエリ女の頃と大差ない状態で、 

土曜日のトレンド血統ダンチヒ系をデインヒルの４×４と言う形で保持。 

今年１月から続くトレンド血統のトニービンとサドラーズ系も持っております。 

 

枠順・脚質ともに土曜日の外回りコースバイアスにマッチしており、 

死角が少ない「能力上位馬」と判断すべきでしょう。 

 

 

○２番ブレイヴロッカー 

父：ドゥラメンテ（トニービン持ちキングマンボ系） 

母父：欧ミスプロ系 

祖母父：デインヒル系 

 

牝系ファミリーは京都外回り巧者で 

複勝率６２.５％複回率１３５％の実績があり、 

特に２２００ｍと２４００ｍが好相性。 

 



昇級戦でも侮れないかと。 
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